
教員人生の原点

矢野悠斗
（別府大学・科目等履修生）

5月24日から6月II日の約3週間、 私は母校の

中学校で教育実習を行いました。そこで教育実習を

通して学んだことを要点を絞りながら、 振り返って

いくと同時に、 後述する私の教育実習での体験談

が、 少しでもこれから教育実習に行く学生の参考と

なれば幸甚です。

3週間の短い期間で学んだことの1つ目は、「学

び続ける姿勢」です。教育は、 社会の変化に合わせ

て常に変わり続ける流行を占めるものが多く、 私の

実習校でも、 既に各教室には学習mテレビが完備さ

れていたり、 生徒一人ひとりの学習用端末が厳重に

管理されていました。それに伴い、 教師が行う日々

の授業の形態は、 私が生徒として在校していた数年

前とは全く違うものとなっています。 そんな中で

も、 日々の授業が成り立っていたのは、 教師がそれ

らの変化に柔軟に対応していたからです。私も授業

を作り、 行う際は、 試行錯誤の辿続でしたが、 これ

らのICT機器は授業を活性化させる
“

文房具
＂

でな

ければならない事を実際の教吉現場で（木験できたの

は四重な事だったと思います。さらに、 多くの中学

生が携帯屯話を持ち、 当たり前のようにSNSを扱う

時代なので、 生徒指森の而でも教師が気を付けてお

かねばならない事は山柏しています。私の実習校に

おいても、 教師の関でSNSに対する正しい知識と（史

い方について常に梢報交換が行われていました。こ

のように、 教育現場では、 常に学び続け、 新たな lli

を実践しようとする姿勢が大切です。いくら実習生

とはいえ、 生徒にとっては、 実習生も一人の教師と

して映るので、 自党と貢任を持った言動を心がけた
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いものです。一人の教師としてだけではなく、 一人

の人間として学んでいく姿勢は極めて重要です。身

の回りの物、 閑狐人々、 とりわけ、 子どもたちか

ら多くの9jiを吸収して、 一人の人間として学んでい

き、 成長を楽しむ気持ちをこれからも大事にしてい

きたいと思います。

また、 学んだことの2つ目は、「人は失敗するも

のである」ということです。これは実習校の指芍主

TJ［から頂いた言菓です。生徒との関わり、 コミュニ

ケ ー ション等の生徒指迎の而でも多くの悔しい経験

をしました。どこかで学生気分の自分がいたのか、

生徒に
“

友達感党
＇

で接していたため、 何気ない一

言で生徒の心を伯つけたかもしれない事があったの

です。その時に、 指芍主•Jiの先生が指摘をしてくだ

さり、 生徒との距離感、 及び、 立場を勘違いしてい

ないかと考える良い機会となったことを鮮明に党え

ています。一人の教師として、 猛省し、 梢けない気

持ちになっていた時に、 指的主事の先生から、「人

間は失敗するものです。そこから何を学ぶかを大切

にしてください。また、 学校現場はいろいろな方々

によって支えられおり、 先生もその一片です。一つ

一つの失敗に向き合って、 生徒と学校を支えられる

存在になりたいですね！」というメッセ ー ジを頂き

ました。教師が日々、 人間的な成長するための
‘‘

自

分の答え
＂

を、 時に自I{fl自答し、 悩み、 相談しなが

らも、 見つけてい<,Jiをこれからも大切にしていた

いと思います。そのように成長していこうとする教

師の姿勢は、 必ず子どもの目に移り、 子どもの人と

しての考え方、 行動、 いわゆる成長に繋がっていき

ます。私自身、 このような経験があったからこそ、

指祁主’liの方に教えられ、 それが教師としての、 ま

た、 一人の人間としての
“

学び
＇

に繋がりました。

失敗することを恐れず、 受け入れて、 認めること。

そして、その失敗に対して、後に感謝できるように、

日々向き合い、 成長していくための考え方、 行動を

していけるよう粕進していきたいです。

教吉実習を終えて、 3迎Ililを振り返った時、 子ど

もたちと関わり合い、一緒に成長する日々は、一生、

心に残される宝物となるでしょう。子どもの成長だ



けでなく、 教師と子どもがお互いに成長していくこ

とは、 言菓には言い表せない喜びがあるのです。そ

れが教師の魅力の一つであり、 それこそがAIなどに

は到底できない、 人間の美しさであると思っていま

す。

これから教育実習を控える学生さんの中にも、 教

師という職業に対して様々な思いがあると思いま

す。はっきりと教師になりたい気持ちや理由が明確

な方もいれば、 漠然としていてはっきりとはまだ分

からないという方々もいると思います。どちらの場

合でも、 教育実習を体験する中で、 自分なりの答え

を出せるように、 簡単な事一つでもいいので、 課題

意識を持っていてほしい思います。教師という職業

に対しての情熱やエネルギーがある限り、 必ず自分

と、 そして子どもたちと向き合っていく事ができま

す。一生に一度である教育実習を楽しみつつも、 教

師としての自覚と責任をもって、 一瞬一瞬を大切に

していってほしいと思います。皆様のご健闘を祈っ

ています。

最後まで信じ抜くことの大切さ

鳥越大輝
（国際言語・文化学科4年）

「うち、 バカで抜けてるとこがあるから―」

これは、 教育実習初日、 1 人の生徒が私に何気な

く放った言葉である。

母校が統廃合でなくなったため、 母校ではない中

学校で5月31日から6月18日の3週間、 教育実習

を行い、 国語科14回、 道徳科4回の計18回の授業

を実践した。教育実習を通して、 子どもたちの良い

ところや努力を認め、 最後まで子どもたちを信じ抜

くことの大切さを学ぶことができた。ここでは、 国

語科の授業実践について述べたい。

教育実習当初は、 子どもたちが得意な学習内容を

展開する授業を検討していた。だが、 子どもたちと

ともに私も成長したいと思い、 子どもたちが苦手意

識をもつ学習内容に挑戦することにした。そのた

＼教育実習の報告}

め、 私はいかに授業を華やかにするか、 面白い教材

にするかなどばかりに固執していた。確かに、 授業

の導入は子どもたちのやる気を引き出すような工夫

が必要である。だが、 授業の中心となる展開に入っ

ていくにつれ、 子どもたちの学習意欲は目に見えて

低下していった。私の考える「楽しい授業」とは、

表面的な楽しさでしかなかったのだ。

教科指羽の先生に相談すると、「子どもたちのワ ー

クシー トにコメントをつけて、 参考になるものは名

前を挙げて、 クラス全体で紹介してみるようにした

らどうか」という助言を頂いた。そのため、 毎時の

ワ ークシー トや作文などにコメントをつけることに

した。国語科の授業は2学級で行ったので、 授業が

終わる度に70人ほどのプリントを点検しなければ

ならなかった。かなり大きな負担となるが、 実際の

授業では5分程度にしかならない。だが、 手を抜か

ず、 時に教科指羽の先生と手分けをしながら、 毎時

でフィ ー ドバックをするようにした。また、 机間支

援についても、 これまでは子どもたちの誤りを指摘

することばかりにとどまっていたが、 前時よりもで

きているところを見つけ、 認めるような声かけも禎

極的にするようにした。

すると、 クラス全体の学習に対する姿勢に少しず

つ変化がみられるようになった。 「バカで抜けてる

とこがある」と言っていた生徒もその1人である。

第4回目の授業において、 その生徒は誤字などが

あったが、 要点をおさえてまとめることができてい

た。そこで、 次時にその生徒のワ ークシー トをPPT

でクラス全体に紹介した。すると、 自然に拍手が起

こった。その生徒は少し恥ずかしがっていたが、 と

ても嬉しそうな様子が伝わってきた。その後の授業

中は、 隣の席の友だちに自ら教える姿もみられ、 そ

の日の日記に「内き方がわかると、 国語の授業が前

より少し楽しくなった」と記していた。

子どもたちにとって「楽しい授業」をつくるため

に大切なのは、 授業者がいかに子どもたちの禎み重

ねてきた努力を見い出し、 その成長を認めることが

できるかにあったのだ。認められた生徒は、 自己存

在感を満たして自｛言をつけるとともに、「もっと頑
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張りたい」というやる気を高めることができる。ま

た、 周りの生徒も「私も頑張りたい」というやる気

を出すようになる。このようにして、 授業の中で子

どもたちが互いを認めて高め合う雰囲気が生まれ、

「授業が楽しい」と感じるようになるのである。

母校ではない中学校で教育実習を行ったため、 教

育実習当初は教室の場所さえわからなかった。その

ような段階から始まった教育実習だったが、 子ども

たちと先生方のおかげで、 多くの気づきや学びを得

ることができた。 3週間過ごした教育実習校は、 私

にとって「第2の母校」となった。

結びに、 卒業を間近に控え、 誰に「ありがとう」

を伝えたいか考えてみた。家族や、 先生方、友だち、

先躇、 後藷、 お世話になった人一一。何かを受け取

る度に「ありがとう」と言い、 感謝する度に成長す

ることができた4年間だった。思い出せるたくさん

の「ありがとう」が私にとって成長の証になったと

思う。今、「教職への道」を読んでいる後甜の皆さ

んも、 自分が歩む道が本当に正しいのか、 少なから

ず不安や悩みを抱えながら、 教職課程を履修してい

るのだと思う。私も何度も心が折れそうになった。

しかし、 成功の反対は失敗ではなく、 何もしないこ

とだ。遠回りも近道もない。とにかくまずは右足を

出して、 次に左足を出してみてほしい。それを続け

ていれば前へと進むことができる。もし悩んで立ち

止まってしまったら、 誰かに相談してみよう。何と

かなる。何とかならなくても、 それはそれで何とか

なって、 最後にはきっとうまくいく。だから皆さん

はこうして、 同じ「教職への道」を歩んでいるのだ

から。人を大切にし、 人から大切にされ、 大切な人

に囲まれた大学生活を過ごしてほしい。いつか同じ

学校で会おう。
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ゴールではない。
通過点であり、 成長の場

藤塚大翔
（史学・文化財学科4年）

はじめに

私は母校の中学校で、 第2学年の社会科担当とし

て6月21日から7月9日の3週間、 教育実習を行

いました。

教員採用試験は高校日本の枠で受験しました。そ

して、 教員採用試験の日程は実習終了2日後の7月

1 1日でした。みなさんは、 この日程についてどの

ように考えますか。実習後、 試験までしばらく期間

が空いてしまう人、 試験の後に実習がある人、 中に

は実習中に試験がある人もいるかもしれません。ま

ずは教育実習中の試験勉強や試験に向けての心の持

ち方を述べたいと思います。

教育実習と採用試験

結論から述べると、 実習中に机についてする試験

勉強は基本的に不可能だと思って欲しいです。実習

中は教材研究・授業準備やl日の整理・振り返りで

忙しく、 終わりがありません。しかし、 同時に試験

勉強のチャンスでもあります。忙しい中では頭がフ

ル回転しています。教育実習までに勉強して貯め込

んだ知識や考えてきた授業構成・指導観を教育実習

で表現してみてください。そうすれば、 受験勉強に

おける過去問演習のように、 最適なアウトプットの

場となります。しかも、 指導教員や様々な先生方の

アドバイス付きです。つまり、 実習と試験勉強を分

けて考えないでください。実習は試験勉強の延長

線、 実践の場で、 成長の場と捉えて欲しいです。

しかし、 実習を経ることで、 教員採用に向けて迷

いが生じる場合もあるかもしれません。私も、 後述

する内容に関係がありますが、 実習での楽しさ・学

びによって、 本当に高校教師の道で良いのか、 考え

させられました。私は実習から試験までの期間が短

かったため、 悩む期間も少なくて済みましたが、 実



習から試験まで長く期間が空いてしまえば、それだ

け深く考えてしまうかもしれません。ですが、それ

は実習での経験を自分自身に落とし込んでいる証拠

であり、重要かつ良いことだと思います。悩みなが

らも自信をもって、少しずつ進んで欲しいです。

実習の内容

私は授業を、社会科で5回、道徳で1回行いまし

た。私の場合、期末テスト期間が被っていたことも

あり、指導案の作成、授業観察に重きを骰こうとの

指尊教員の判断で、授業実践数は少なめでした。授

業観察は担当である社会科だけでなく、様々な教科

を観察しました。同じ先生でも、クラスによる授業

の実践方法、雰囲気作りが異なっていたり、同じク

ラスでも教科によってみせる表情が異なっていた

り、同じ分野の授業でも先生による特徴・エ夫をみ

ることができ、大変有意義なものでした。実習校で

は、生徒一人一人にタブレットが配備されており、

授業で活用している教科が多かったです。社会科で

は、タブレットを使用することはありませんでした

が、パワ ーポイントを使用した授業が主体でした。

また、大きな特徴として、「単元を貫く学習課題」

が設定されており、単元ごとに設定した学習課題に

合わせて、1時間毎の学習課題・まとめを設定して

いました。

担当クラス内では、給食指羽や朝の会・帰りの会

の指導等も行うことができました。給食時はコロナ

の影轡により、班になることはできず、前を向いて

無言で給食を食べました。朝の会・帰りの会では、

健康観察やl日を振り返ってのコメントを述べまし

た。1 日を振り返る際に、最初は慣れず、一方的に

話してしまう事が多かったですが、2週目、3週目

では生徒との会話を楽しむことができました。楽し

むためには、昼休みや10分休憩での生徒との交流

や 、授業や清掃時の様子を通して生徒の良さを発見

することが重要でした。また、帰りの会の際に、担

当の先生が生徒指導により、長時間戻れないという

場面もありました。隣のクラスの先生に相談し、手

伝ってもらいながら帰りの会を終えました。臨機応

＼教育実習の報告 f
―

変に対応することが重要ですが、その際には、生徒

が1番であるため、必ず先生に相談し、頼ることが

重要だと感じました。

生徒は子どもだけど、 子どもじゃない

最後に伝えたいのは、私が実習で最も勉強になっ

たことです。中学生は無邪気で、失敗も多い、かわ

いい子どもたちですが、授業において、自分自身の

考え ・ 思いを持っています。「はい」か「いいえ」

という2択の問を出しても、理由と共に「どちらで

もない」という意見を持つ生徒もいます。特にその

傾向を強く見ることができたのは道徳の授業です。

その一人一人の貴重な考え・思いをうまく引き出し

てあげる先生方の工夫、それによって生徒が楽しそ

うに話し合っている教室の雰囲気は忘れることがで

きません。議論を交わす場では、生徒を子どもとし

て下に見るのではなく、生徒を尊重して、 1人の対

等な人間として接してあげてください。

おわりに

実習前はとても不安な気持ちになると思います。

しかし、これまでの3年間で教職科目等を受講し

て、ここまで進んできた皆さんなら大丈夫です。自

信を持ってください。成長の場として、教育実習が

有意義なものになることを願っています。

教師の役割

川嶋千寛
（国際経営学科4年）

はじめに

私は5月31日から6月 11日までの2週間、商業

高校で教育実習を行った。2年生の情報処理科のク

ラスの担当だったが、実際に授業を行ったのは3 年

生の商業科のクラスだった。私は普通科裔校出身の

為、商業高校の雰囲気や仕組みなど全くわからず不

安も大きかったが、学年に関わらず多くの授業を見

学させて頂きながら沢山の生徒と接し、商業という
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教科の魅力を改めて感じることができた。 また、 商

業には全部で20個の科目があるが、 同じ教科でも

先生が違えば授業方法は異なり、 同じ先生でも科目

や対象クラスが違えば異なる指導をしていることが

わかり、 大変勉強になった。

実際に授業を行って

授業を行う際に一番心掛けたことは、 生徒が理解

しやすい例や資料を提示することだ。 対象の生徒は

3年生で商業に関する知識はついているものの、 ま

だ高校生には理解が難しい言葉や内容も多い。 その

為、 例え話を多く用いたり、 生徒が関心を持ってい

ることを基に授業を進めたりして、 生徒が具体的に

イメー ジできるように意識して教材研究を進めた。

これは大学で模擬授業を行う際にも意識していたこ

とだった為、 スムーズに取り入れることができた。

実際の授業では、 ICT機器を利用した。 大学の模

擬授業では、 黒板に板書しながら授業を進める形式

で行っていたが、 実際の学校現場は電子黒板など

のICT機器を使用したり、 黒板と電子黒板を併用し

たりしながら授業を進める先生がほとんどだった。

授業を展開していく上で自分の授業でも電子黒板や

ICT機器の利用が効果的だと感じたため、 パソコン

（パワ ー ポイント）、iPad、 板書の3つを使い分け

ながら授業を進めた。 授業の大部分はパワ ー ポイン

トで進めたが、 スライドを移すと学んだ内容が見

えなくなってしまうデメリットがあると指羽教員に

教わったので、 本時の目標やまとめ、 生徒に理解し

てほしい点や璽要な点は黒板に書くようにした。

iPadは生徒に具体例として動画や写真を見せる時に

使用した。 さらに生徒達も1人l台iPadを持ってい

る為、 作業の中で調べる時間を作り使用させた。 設

定時間通りに授業を進めることができなかったこと

など反省点は沢山あるが、 既習事項と関連付けた課

題を与えたり、 時間を定めて作業を行うよう指示し

たりすることができた。 集大成となる研究授業にお

いては2週間の学びが活かされた授業になったと思

う。 また、 生徒からのコメントにわかりやすかった

と杏かれていて嬉しかった。

14 教職への道2022 No.42 

教師として重要なこと

実習中沢山のことを学んだが、 その中でも教師と

して重要なことについて特に印象に残った2つを挙

げて記していく。

1つ目は、 教師は常に生徒の1歩先を行かなけれ

ばならないということだ。 教科書を読んで板掛をす

るだけなら教師が居なくてもできる。 生徒に教科書

や教材
“

を
＂

教えるのではなく、教科書や教材
“

で
＂

教えることによって考える力を育むことができると

わかった。 また生徒に考えさせるには、 教材を与え

すぎず、 既習事項との繋がりを考えながら生徒が立

ち止まって考えるような教材を与えなければならな

いこともわかった。 教師が生徒に対してできること

は正解を羽き出すために必要な知識を教えるだけ

で、 その知識を使ってみて、 失敗して、 再度考え、

答えにたどり着くまでを生徒にさせることで教師は

生徒の先を行くことができると学んだ。

2つ目は、 聞かせる時間と書かせたり考えさせた

りする時間を区別しなければならないということ

だ。 1つ目の中で記した教材を与えすぎないという

部分にも繋がるが、 生徒が自分で進められるような

教材を与えてしまうと、 生徒は作業に夢中になって

しまい、 教師が本当に伝えたいことや理解してほし

いことが届かなくなってしまう。 それを防ぐために

は生徒の興味を引いたり間をとったりしながら効果

的な発問をすることが大切であることがわかった。

また、 自分で考えたり周囲の人と意見を共有したり

する時には、 時間を正確に定め、 間延びしたり盛り

上がり過ぎたりしないようにすることも大切だと学

んだ。

教師の役割とは

私はこの2週間を通して、 生徒に興味を持たせて

考えさせ、 学びを深めさせることこそが教師の役割

だと感じた。 教科害に載っていることを覚えさせる

のではなく、 授業を通して生徒にもっと学びたい、

もっと知りたいと思わせることが重要だと思った。

また、 各自の考えを自分の中だけに留めず、 グルー

プワ ークや授業の振り返りでアウトプットしていく



ことで思考が深まり、 学習内容が定沿していくのだ

と考えている。 このような役割を果たす為には生徒

と同じように教師も日々勉強し、 教材研究をし続け

なければならないと改めて強く感じた。 そうするこ

とで、 生徒の腿味1具l心や疑11.\I点に対して正確なアド

バイスや助言をすることができると思う。 教師も自

分では考え付かないような生徒の新しい視点からの

疑問や典味を知り、 一緒に考えていくことで生徒と

共に成長できるのではないだろうか。 生徒と具剣に

向き合うことは信頼l具l係を築くことにも繋がるだろ

つ。

おわりに

これから教育実習に行く皆さんは不安でいっぱい

だと思う。 実習先では失敗することもあるかもしれ

ない。 しかし、 生徒の前では実習生も教師であるこ

とを忘れてはならない。 生徒の見本となるような立

ち振る舞いを心掛け、 その中でも年齢が近いことを

武器に生徒と沢山コミュニケ ー ションをとっていく

ことを慈識してみてほしい。

私は、 生徒との距離が縮まれば縮まるほど、 朝ど

んなに辛くても生徒の頻を見ると頑張ろうと力が悌

いてくるようになった。 元気を与えてくれる生徒逹

と1彫lわることができる教師は、 素敵な職業だと改め

て思った2週間だった。 そして何より忙しい中2週

間という政重な時間を伐やして指的してくださった

先生方に感謝し、 学んだことを今後に活かしていき

たい。

教育実習で得たこと

久下真帆
（食物栄蓑学科4年）

＼教育実習の報告[――

私は、 令和3年6月14日（月）から18日（金）

までの5日間、 大分市内の小学校で栄祖教諭の教育

実習を行った。 実習校には、 栄設教諭は配附されて

おらず、 授業についての具体的アドバイスは他校か

ら指的に来てくださった栄捉教諭の先生から受け

た。 給食業務に関しては、 宗方小学校にいらっしゃ

る学校栄祖職員の先生からご指近いただいた。

栄述教諭の業務は、 大きく2つに分かれる。 1つ

は食に1具Iする指祁、 もう1つは学校給食の運営・経

醤菅理である。 ここでは、 この2つの活動を通して

身に付けた力について述べたい。

1. 食に関する指導

(1)児童の実態を把握し、 授業に生かすカ

授業実習を通して、 児箪の実態を具体的に把握．

分析し、 その内容を授業に反映させる方法を身に付

けることができた。

私は授業実習として5年生の3クラスで合計3

回、 カルシウムについての授業を行った。 学習指禅

案は、 教育実習開始前に作成し終えていた。 その

際、 児蛍のカルシウム摂取状況は、 全国的なデー タ

から示される「学校給食がない日のカルシウム摂取

琺は、 ある日に比べて低い。」という傾向を参考に

していた。

教育実習2日目に、 授業実習をするクラスで「食

べ物についてのアンケー ト」 を行った。 アンケ ー ト

でたずねたのは、 給食と給食以外での牛乳摂取状

況、 牛乳の好き姉いとその理由、 給食以外でのカル

シウムを含む食品の摂取状況等である。 アンケ ー ト

の結果、 ほとんどの児窟が学校給食で出てくる牛乳

を飲む 一方で、 学校以外では牛乳を飲まない児窟が

いることが分かった。 さらに、 牛乳を姉いな児蛮は

10％で、 その理由には「味やにおいがり［い」、 「 白

い食べ物があまり好きではない」、「嫌いではないが
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お腹が痛くなるから飲まない」といった意見がみら

れた。給食以外でのカルシウムを含む食品の摂取状

況については、 乳製品の摂取が多かったのに対し

て、 小魚類の摂取量が少ない傾向がみられた。

このような実際の児童の傾向をふまえ、 栄養教

諭、 学校栄養職員の先生にアドバイスを頂きながら

指導案を修正した。具体的には、 カルシウムを含む

食品の摂取方法について考えさせる取り組みを付け

加えた。1日に必要なカルシウム摂取鼠やカルシウ

ムが含まれる食品について図を用いて説明し、 その

上で1日のカルシウム摂取屈を満たす食べ物のパ

タ ーンを考えさせ、 発表させた。さらに、牛乳を飲

むとお腹が痛くなる児童に対しては、 少しずつ飲む

といった方法や温めて飲むといった方法を授業中に

紹介した。

アンケートを実施し児童の姿をとらえたことで、

児童の実態に沿った授業づくりができた。授業を通

して身に付けさせたい力が明確となり、 それを軸に

設定した「めあて」に沿った授業を展開することが

できた。

(2)臨機応変に対応するカ

授業実習の回数を重ねるなかで、 授業中臨機応変

に対応する力を身に付けることができた。

月曜日から教育実習が始まり、 水曜日に1回、 木

曜日に2回授業実習を行ったが、 クラスや時間帯に

よって児童の様子は異なり、 同じ授業をすることは

1度もなかった。水曜日に行った最初の授業では、

伝えることに必死で、 児童の様子を把握すること

ができなかった。木曜日に行った2回目の授業で

は、 少し落ち着いて児童の発言を取り上げ、 それに

返答することができた。1人の児童に対して返答す

ると、 他の児童も次々に発言し出して、 授業が盛り

上がったと感じた。同曜日に行った3回目の授業で

も、 2回目の授業同様に児童の発言に対して返答し

ていたところ、授業時間が足りなくなってしまった。

研究授業を行った3回の授業経験では、 授業時間

が足りなくなり、 最後のまとめが駆け足になってし

まうなど、 授業としてはまだまだなレベルだった。

しかし、 1回目の授業と3回目の授業を比べると、
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児童の様子を確認し、 発言を取り上げて生かす授業

が行えるようになった。また、 予想外の質問をされ

たとき、 あいまいに答えるのではなく後で調べて教

えるといった方法をとれるようになった。このよう

な経験から、 臨機応変に対応する力を身に付けるこ

とができたと感じている。

(3)児童に考えさせる授業を行うカ

授業計画の段階で、 児童の思考を引き出すことを

意識した具体的な発問を設定する力を身に付けるこ

とができた。

1回目の授業実習後の反省会で、 栄蓋教諭の先生

から「考えさせる授業が良い授業」というアドバイ

スをいただいた。 1回目の授業では、 私が児童に対

して一方的に説明する場面が多かったのだ。このア

ドバイスを受け、 発問内容を見直した。1回目の授

業では、 1日に必要なカルシウム阻を満たす食べ物

のパタ ーンについて、 私が一方的に説明していた。

しかし、 児童に考えさせることを意識した発問を多

く設定するように変更した。

また、 1回の発問で答えが出なくても、 児童から

何らかの回答を引き出すようにヒントを与えるなど

した。児童の理解をより深めるためには、 教員によ

る一方的な指導ではなく、 教員と児童双方向のやり

取りの中で児童自身が答えをみつけられるように導

くことが大切だと学んだ。このような経験から、 授

業計画を考えた後、 授業を受ける側の思考の流れを

想像し、 どういった発問が効果的か考え、 授業計画

に取り入れていく力を身に付けることができた。

2. 学校給食の運営・経営管理

今回、 学校給食の運営・経営管理についても学ぶ

ことができ、 栄殺教諭の業務のイメ ー ジが明確に

なった。

学校給食の運営・経営管理は、 献立・帳票類の作

成、 調理員の方への指導、 アレルギー対応など多岐

にわたる。いずれの業務も、 おいしい給食を安全に

食べてもらうために重要だと感じた。例えばアレル

ギー対応については、 中途半端な判断や発言が児童



＼教育実習の報告[--

の危険につながることを学び、 学校給食は児磁一人

ひとりの命を預かっているという意識をもつことが

大切だと学んだ。 さらに給食調理の見学の際、 学校

栄祇職員の先生が調理只の方に味付けについて具体

的に指示を出している場面を見た。 日ごろから伝え

なければならないことは誰に対しても伝えることを

意識しているとllflき、 栄設教諭として働く上で、 慈

見をしっかりと相手に伝え、 なおかつ相手との信頼

I関係を築くことが重要であることを学んだ。

栄設教諭として働く際には、 分からないときや少

しでも気になることがある時には、 素匝に同僚や1具l

係する教職旦に伝え、 そのまま放四しないよう心掛

けていきたい。 そして、 多くの現場経験を租み、 将

来は自信をもって自分の意見を伝えられる人になり

たい。

3．教育実習を経験して

私は、 教育実習の経験を通して、 栄遥教諭になる

意思を固めた。 大きなきっかけは、 実習校の先生方

と授業を中心とした児箪とのI姓わりにある。

実習校では、 先生方に大変よくしていただいた。

実習生が私一人だったこともあり、 初日は孤独感を

感じた。 しかし、 先生方の俊しさに触れて、 実習校

の教員の一 旦として頑張ろうという気持ちになっ

た。 指的教旦は、 教育実習初日、 緊張でII笈痛を感じ

ていた私に気付き、 気述ってくださった。 さらに、

多忙な業務の合間に私の授業準備を手伝ってくれ

た。 授業実習には、 指羽教貝の他、 他の学年の先生

など、 多くの先生方が見に来てくださった。 授業後

には、 児童の給食時間の様子等を報告してくださる

先生もいた。

授業では、 児磁に私の伝えたかったことは伝えら

れたと手ごたえを感じた。 授業後のアンケ ー トに

は、「苦手な食べ物にカルシウムが入っているもの

が多いが、 チャレンジしたい。」「家でもカルシウム

をとるよう心がけたい。」といった感想が打｝かれて

おり、 児窟に自分からカルシウムを含む食品を食べ

るようにする意欲を持ってもらえたと実感した。 授

業以外でも児滋が柏極的に話しかけてきてくれたこ

とが始しかった。

教育実習前は進路についで悩んでいたが、 先生方

の似しさや授業に対する手ごたえ、 児窟の素直な心

に触れ、 教旦として学校現場で働く決心をした。

ヽ
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